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国土地理院
応用地理部防災地理課
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2011年東北地方太平洋沖地震

2000年

有珠山噴火

2003年宮城県沖地震

2003年博多豪雨災害
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地震災害 土砂災害

水害火山災害

自然災害が

頻繁に発生

温帯湿潤気候 梅雨や台風時の豪雨

国土の６０％が山地 多くの災害素因

プレートが沈み込む場
無数に存在する活断層

地震・火山活動や
地殻変動が活発

3 4

地震（地面の振動）によって家屋や建築物の
倒壊、火災や液状化、土石流、斜面の崩壊を
生じる。また、海岸沿いでは津波も発生し、大
きな被害を発生させる。

地震が発生する場所は、陸上の活断層や海
底のプレート境界付近である。

地球上の日本列島の位置地球上の日本列島の位置

内閣府資料
5
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日本周辺における地殻変動日本周辺における地殻変動

6
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海溝型巨大地震の発生海溝型巨大地震の発生
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関東大震災（関東大震災（19231923年９月１日）年９月１日）
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1923年9月1日午前11時58分

マグニチュード 7.9 震度６

死者 約10万人

行方不明者 約４万４千人

家屋全壊 12万８千棟

家屋消失 44万７千棟

相模トラフ北部 プレート境界地震
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東北地方・太平洋沖地震

(東日本大震災) 

平成２３年３月１１日 １４時46分発生
マグニチュード９．０ 震度７強

東北から関東地方の太平洋岸で津波

津波の高さ１０～１５ｍで大きな被害

福島県の原子力発電所も被害
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東北地方太平洋沖地震 (津波の被害) 

宮城県気仙沼市

宮城県仙台市荒浜 宮城県女川町

宮城県名取市
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津波と高波の違い

通常の場合

高波の場合

津波の場合

大被害となる

11

東日本大震災 大地の動き（１） 2011年3月11日
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地震後約3分間

東日本大震災 大地の動き（２）

水平：5.3m
上下：-1.2m

宇宙から日本列島を宇宙から日本列島を測る測る
星や人工衛星からの信号を受信して、自己の位置を観測する。星や人工衛星からの信号を受信して、自己の位置を観測する。

15

活断層による内陸地震活断層による内陸地震

15
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地震による活断層の動き方地震による活断層の動き方
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兵庫県南部地震（１９９５年１月兵庫県南部地震（１９９５年１月1717日）日）

1995年１月17日５時46分
マグニチュード7.3の内陸直下型地震
死者 約6,400名
家屋全壊 18万6千棟 半壊 27万4千棟

家屋消失 6,150棟

17
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濃尾地震（根尾谷断層）濃尾地震（根尾谷断層） 18911891年年

◆ 1891年（明治24年）
10月28日に発生

◆ 日本史上最大の内陸地震
マグニチュード8.0

◆ 上下差 ６ｍの断層崖
◆ 死者は全国で7,273人、

全壊・焼失家屋142,000戸

※Wikipediaホームページより引用

地震断層崖
本巣市根尾水鳥付近
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想定東海地震－東南海地震－南海地震（連動）（Mw8.5）

３以下 ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７

「全国地震動予測地図」の公表について（平成２１年７月２１日公表）
http://www.jishin.go.jp/main/chousa/09_yosokuchizu/b2_kaiko_nihon-kai.pdf

M7.9

M8.6

1605年慶長地震

1707年宝永地震

M8.41854年安政東海、
南海地震

M7.9M8.01946年南海地震
1944年東南海地震

M8.5
20XX年想定東海
東南海・南海地震

102年

147年

90年、92年

XX年

20XX20XX年年

1498年明応東海地震 107年M8.2-8.4

巨大地震のシナリオは、
様々検討されている

火山の溶岩の流出や火砕流、火山体の崩
壊、降灰、噴石などの火山活動によって引
き起こされる災害。

20

21

活火山は、
▲ランクＡ

100年活動度指数(５を超える)あるいは1万年活動度
指数(10を超える)が特に高い火山

▲ランクＢ
100年活動度指数(１を超える)あるいは1万年活動度
指数(７を超える)が高い火山(ランクＡを除く)

▲ランクＣ
いずれの活動度指数とも低い火山(ランクＡ,Ｂ以外の火山)

の３種類に分類されます。
ただし、
△その他 として、データの不足から上記分類（ランク分け）
の対象としない火山（海底火山，北方領土の火山）を標記

南西諸島

小
笠
原
・
南
方
諸
島

10.樽前山
43.浅間山

16.北海道駒ヶ岳

60.三宅島
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我が国の活火山分布我が国の活火山分布
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19911991年雲仙普賢岳年雲仙普賢岳((九州長崎県九州長崎県))の火砕流の火砕流

火
砕
流
の
発
生
の
仕
方

１９９１年６月３日 ：大火砕流 死者43名，焼失家屋：１７９棟 22

アジア航測㈱撮影

2000年7月 三宅島噴火

23

三宅島三宅島 噴火前と噴火後の比較噴火前と噴火後の比較

－噴火口が陥没した様子がわかります－－噴火口が陥没した様子がわかります－

噴火前 （１９８３年１０月） 噴火後 （２０００年１１月）

噴火

24
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霧島新燃岳噴火（平成２３年１月２７日）霧島新燃岳噴火（平成２３年１月２７日）
1959年以来５２年ぶりの爆発的噴火

25

台風や梅雨時の豪雨によって洪
水や土石流、斜面の崩壊を引き
起こす災害。

26

19101910年年
((明治明治43)43)
の洪水の洪水

27

明治以降で最

大規模の洪水

川越：492.8mm
熊谷：291.3mm

浸水面積：44万6897ha
浸水家屋：51万8000戸

川
越
市
の
状
況

27
28

長崎大水害（１９８２年７月長崎大水害（１９８２年７月2323日）日）
死者・行方不明者299名
１時間に187mmの豪雨

28

天竜川の堤防決壊（長野県下伊那郡箕輪町）

（７月２０日，（株）パスコ・国際航業（株）撮影）

岡谷市湊地区の土石流

2006年豪雨（長野県中部の豪雨災害）

長野県岡谷市周辺及び鹿児島県川内川
流域においては大きな被害が発生した

図－１ 平成 18年７月豪雨総雨量（気象庁 2006） 

29
30
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土地土地条件図条件図

・縮尺２万５千分の１

・地形分類（自然地形、
人工地形等で分類）

・地盤高線（１ｍ毎の等
高線で表示）

・防災機関･施設を表示

・整備：161面

・洪水・地震等の自然災
害に備えるハザードマッ
プ作成のための基礎情
報

土地条件図「徳島」（一部）

31
32

・縮尺２万５千分の１

・活断層の位置、種類、地形分類

・整備：147面

・各種の地震防災対策

・国や地方公共団体が実施する活
断層に関する詳細な調査

・活断層に関する学術的研究

・地域住民の活断層に対する理解を
深める

・阪神淡路大震災（1995年）を契機に
作成を開始

都市圏都市圏活断層図活断層図

都市圏活断層図「帯広」（２００２年10月発行）

33

火山火山基本図・火山土地条件図基本図・火山土地条件図
・縮尺５千分の１及び１万分の１

・等高線間隔が５ｍの精密な地形

・整備：３２火山

・火山活動に伴う各種災害予測

・噴火時の緊急対策

・火山の研究や火山噴火予知等の基礎資料

34

・縮尺１万５千分の１～３万分の１

・火山地形分類

（地形の成因、形成年代、構成物質で分類）

・防災機関･施設

・整備：１８火山

・火山噴火に伴う地域防災計画の策定

・火山災害対策等の基礎資料

沿岸海域基礎沿岸海域基礎調査調査
（沿岸海域地形図・土地条件図）（沿岸海域地形図・土地条件図）

・縮尺は２万５千分１

・水深線（１ｍ毎）

・底質（海底の表層地質）の分布状況

・験潮場等の観測施設

・陸部と海底部の地形分類

・整備：７８面

・津波や高潮、海岸侵食等の災害対策

・土地、水面、海底の利用及び保全等
の基礎情報

沿岸海域土地条件図「長島東部」（２００２年４月発行）
35 36

治水地形分類図治水地形分類図

・縮尺２万５千分の１

・地形分類

・河川工作物

・整備：一級河川を対象

８５４面

・治水対策を目的
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デジタル標高地形図デジタル標高地形図

航空レーザ測量とは

航空機から地上にレーザ
光を照射し、反射到達時
間により地上までの距離
を求め、地形の形状を調
べる測量方式

37
デジタル標高地形図「名古屋」（一部）

38

名古屋城 熱田神宮

埋立ての年代

濃尾平野と尾張丘陵

ｒ：干拓地、埋立地
ｄ：河口付近の三角州（標高１ｍ前後）
ｆ：氾濫平野（標高４ｍ前後）
ｔ：熱田台地（標高５～３０ｍ前後）
ｈ：丘陵地（標高５０ｍ以上）

39

デジタル標高地形図
（稲沢市稲沢二丁目周辺）

土地条件図「名古屋北部」

水色：旧河道（幅２００ｍ前後）
黄色：自然堤防

http://saigai.gsi.go.jp/2012demwork/checkheight/index.html

知りたい場所を右クリック

災害状況の調査と分析災害状況の調査と分析

地形分類図との重ね合わせ

被害と土地条件の
関係を検証

（Ｈ１９ 新潟県中越沖地震）

＜調査の始まり＞

1959年（昭34）伊勢湾台風に
よる高潮洪水で濃尾平野が
大被害

浸水範囲が水害地形分類図の
デルタ（三角州）地域と重なる

1960～62年 水害予防対策土地条件調査（東京の低地部）

1963年～ 土地条件調査と改称

水害と地形の関係が注目される

42

国土地理院が行う地形分類調査国土地理院が行う地形分類調査
（土地条件調査）（土地条件調査）
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②予察図の作成

③現地調査 ④編集原稿図の作成

①3時期の空中写真を比較判読

土地条件データの作成工程土地条件データの作成工程

43

山地と低地の境界付近の谷の出口
に山麓堆積地形や扇状地が形成さ
れている

山麓堆積地形：
・ 斜面の下方や山間の谷底に堆積
した、岩屑（がんせつ）または風化土
等の堆積地形面
・ 崩壊・落石の被害を受けやすく、
土石流災害の危険性がある。

土地条件図 山地斜面等山地斜面等

1945年代（米軍）

◆地形分類と災害（１）◆地形分類と災害（１）

山麓堆積地形

44

台地・段丘：
・ 形成時期は低地よりも古い。また一般に
高い位置にあるものほど形成時期が古い。
・ 一般に低地に比べ河床からの比高が大
きく地盤も良いため、洪水・地震による被害
が比較的少ない。

扇状地：
・ 河川が山地から平坦地に流れ出るとこ
ろに形成された扇状の緩傾斜地。主として
砂礫からなり、傾斜は2~3°以上、15°以
下。地盤は良いが、豪雨による土石流の被
害を受ける可能性がある。

扇状地

台地・段丘

崖

台地・段丘台地・段丘

1945年代（米軍）

土地条件図

◆地形分類と災害（２）◆地形分類と災害（２）

45

谷底平野：
・ 河川の堆積作用によって形成される沖積平
野のうち、山間部の谷底に形成されるもの。山地
からの土砂流出による被害を受けやすい。

氾濫平野：

・ 河川の堆積作用により形成された低平な土
地。シルト、粘土からなる部分の地盤は軟弱であ
る。

旧河道：
・ 過去の河川流路の跡で、周囲より低い帯状の
凹地。非常に浸水しやすく、水はけが悪い。また、
強い地震時には液状化現象が生じやすい。

自然堤防：

・ 洪水時に運ばれた砂やシルトが、流路沿いま
たはその周辺に堆積してできた高まり。周辺に
比べ、洪水に比較的浸かりにくい。

自然堤防

旧河道

氾濫平野

自然堤防

低地（１）低地（１）

1945年代（米軍）

土地条件図

◆地形分類と災害（３）◆地形分類と災害（３）

46

後背低地：
・ 自然堤防や砂州・砂堆などの
背後に位置し河川の堆積作用が
比較的及ばない低湿地。

・ 水はけが非常に悪く、地盤は
軟弱である。

後背低地

低地（２）低地（２）

1945年代（米軍）

土地条件図

◆地形分類と災害（４）◆地形分類と災害（４）

47

海岸平野・三角州：
・ 海水面の低下によって陸地になった平坦
地や、河口における堆積作用によって形成
された平坦地。
・ 砂、シルト、粘土などからなり、地盤は軟
弱である。

砂州・砂堆：
・ 現在及び過去の海岸、湖岸付近にあって、
沿岸流や波浪により作られた砂礫質の高ま
り。比較的地盤は良い。

砂丘：
・ 海岸や大河川沿いに、風で運ばれた砂
が堆積して形成された丘。水はけは良い。

埋立地：
・ 水部を埋立てによって陸化した平坦地。
強い地震時には液状化現象が生じやすい。

砂州・砂堆

海岸平野・三角州

埋立地

低地（３）低地（３）

1945年代（米軍）

土地条件図

◆地形分類と災害（５）◆地形分類と災害（５）

48
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49

過去に撮影された空中写真の判読過去に撮影された空中写真の判読

1945年代（米軍）

1960年代

国土地理院ホームページ／空中写真を見る
http://archive.gsi.go.jp/airphoto/search.html 50

51

明治42年 1/5万 昭和9年 1/5万

昭和27年 1/5万平成20年 空中写真

その他、古い地図からその他、古い地図から

湿地記号が読み取れる

迅速測図（明治13年～19年作成） 土地条件図「潮来」（昭和５２年調査）

明瞭に取得されていない

迅速測図原図迅速測図原図（明治１４年測量、縮尺（明治１４年測量、縮尺1/21/2万）万）

迅速測図原図から読み取れる情報
（五反田－品川周辺）

地形分類ではないが、有効な防災地理情報となりうる

54



10

55

荒川
吉見町

川島町

55

キーワード

地形分類データから何がわかるのか

その土地が潜在的に有している災害リスク

どのような災害が起こりやすいのか

どのような被害を受けやすいのか

どのような防災対策が必要か

56

災害と地形との関係災害と地形との関係

③地震（地盤災害）で被害を受けやすい地形

低地、盛土地

④地震（津波災害）で被害を受けやすい地形

海岸部に近い低地、微高地

②水害で被害を受けやすい地形
低地（盛土地を含む） ただし、扇状地・
自然堤防は排水は良好である

①土砂災害で被害を受けやすい地形

山麓堆積地形、扇状地

57

地震の揺れやすさと地形分類地震の揺れやすさと地形分類

液
状
化
現
象
①

液状化発生の３条件
① 地盤に砂質層があること。
② 地盤の締まりの程度が緩いこと（Ｎ値が低い）。
③ 地下水位に満たされていること。
建物が傾き、地中の土管やマンホールなどが地面に浮き上がってくる。

59
60

液
状
化
現
象
②

液状化現象に対する取り組み
しっかりとした地盤まで基礎を入れるなど、液状化を防ぐ基礎工事。

60
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液状化発生の危険区域候補の抽出液状化発生の危険区域候補の抽出

治水地形分類図

ー東北地方太平洋沖地震による液状化（我孫子）ー

１９４７年空中写真

・ 旧河道を埋立てた土地（赤枠内、水色部）に
液状化の被害が集中

61

地形分類と洪水被害発生状況地形分類と洪水被害発生状況
―平成16年新潟豪雨の浸水範囲と地形分類―

①、②の「自然堤防」部分は、湛水していない

湛水をのがれた微髙地（自然堤防）
※左図と同一地区ではない。三条地区の浸水範囲（青線より左上部）

③の「自然堤防」部分は、湛水しているが、周辺の土地より地盤高が
高いので、湛水深、湛水時間ともに小さいと推定される。

④の「後背低地」部分は、旧湿地などで、もともと周辺より低く、
軟弱な地質であり、湛水深、湛水時間とも大きいと推定される。

②

①

③

④

62

63

地形分類と洪水被害発生状況（２）地形分類と洪水被害発生状況（２）
―１９８１年小貝川洪水の時間的経過―

8月24日の浸水域 8月25日の浸水域

・浸水域と非浸水域との境界が自然堤防・盛土地などの微髙地と一致

・道路など人工盛土が浸水到達時間に影響（5時間程度→15時間）

地形的弱点箇所の推定地形的弱点箇所の推定

明治末期～大正初期 現 在

一般に旧河道部では、周囲に比べてシルトや粘土が緩く堆積しており、
軟弱地盤となっている場合が多い。

64

◆旧河道や落堀

治水地形分類図の一部

破堤や液状化の危険性

繰り返し発生する地形形成（土石流災害）繰り返し発生する地形形成（土石流災害）

扇状地または山麓堆積地形は
土石流が流下する可能性が高い

扇状地または
山麓堆積地形

段丘

旧ため池

谷線

分水界

土砂堆積地
または崩壊地

豪雨時には早めの
避難が必要

65 66
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地震・台風・火山噴火などにより発生が予想さ
れる災害現象の位置や範囲、時間などを地図に
表したもの。災害予測地図。

洪水ハザードマップ ・地震ハザードマップ

火山ハザードマップ ・津波ハザードマップ

① 災害の種類や範囲

② 避難場所や緊急連絡先

③ 住民への説明会 資料配付

67

岐阜市洪水ハザードマップ岐阜市洪水ハザードマップ

69

岐阜市地震ハザードマップ（１）岐阜市地震ハザードマップ（１）

70

岐阜市地震ハザードマップ（２）岐阜市地震ハザードマップ（２）

71

液状化しやすさマップ（北陸地方整備局）液状化しやすさマップ（北陸地方整備局） 地震時のゆれやすさマップ作成（泉佐野市）地震時のゆれやすさマップ作成（泉佐野市）

72

※土地条件図の地形分類を基に作成
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国土交通省ハザードマップポータルサイト
http://www1.gsi.go.jp/geowww/disapotal/index.html

73

自然災害から身を守るためには、自然災害から身を守るためには、
その場所（地形）が持つ潜在的危険性その場所（地形）が持つ潜在的危険性をを

事前に知っておくことが大事です。事前に知っておくことが大事です。

国土地理院の各種防災地理情報を国土地理院の各種防災地理情報を
有効に利活用ください。有効に利活用ください。

ご静聴ありがとうございました。

最後に・・・

74

国土地理院ホームページ： http://www.gsi.go.jp/

国土地理院中部地方測量部
〒460-0001 名古屋市中区三の丸2-5-1 名古屋合同庁舎第２号館３階

TEL ： 052-961-5638


